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磁気・放射線・超音波・光学／画像処理などの非接触手
法を応用した狐鷇・棑火 び

操業下で高出銑比を実現する当社独自の操業技術を確立
してきた。例えば高炉内の原料装入物の分布形状測定に

は，独自の周波数変調方式に基づく高精度マイクロ波測

距技術を確立した。本技術は，転炉の自動吹錬用の溶鋼

レベル計としても実用化され，さらにグループ企業にお

いて溶融金属用レベル計として製品化されている。製銑

原料の管理用として，中性子を応用した水分計も開発し

た。放射性元素より放出される高エネルギー中性子が，

水素原子と衝突して粘 獣 躳禘 ク゚ゟ 動芯

い五

験状陀も定 は辜業期 弘 あげ骸お る銅娘用の醇

度の向上に寄与している。

　素材の品質要求への高まりを受け，当社では非破壊探

傷技術の高度化にも継続的に取組んでいる。本稿では，

全性の確保には，対象現場特有の技術対策が必要であ

り，その巧拙が設備化の成否を決めることが多い。この

ような総合的な技術要件に的確に対応していくには，継


